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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年3月1日(2018.3.1)

【公表番号】特表2017-508724(P2017-508724A)
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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月16日(2018.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象に全身投与し、対象の血液脳関門を通過してペイロードを送達することに使用する
ためのナノ粒子組成物であって、前記ナノ粒子組成物は、薬物送達ポリペプチドおよび前
記ペイロードを含む複数のナノ粒子を含み、
　前記薬物送達ポリペプチドは、
　ＨＥＲ３を標的とするリガンド、
　ペントンベースセグメント、および
　ペイロード結合ドメイン
を含む、ナノ粒子組成物。
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【請求項２】
　前記ペイロードは、化学療法剤を含む、請求項１に記載のナノ粒子組成物。
【請求項３】
　前記化学療法剤は、脳腫瘍の治療のために前記対象の脳に送達される、請求項２に記載
のナノ粒子組成物。
【請求項４】
　前記化学療法剤は、脳転移の治療のために前記対象の脳に送達される、請求項２または
３に記載のナノ粒子組成物。
【請求項５】
　前記ペイロードは、二本鎖ＤＮＡ分子にインターカレートされた化学療法剤を含む、請
求項２～４のいずれか１項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項６】
　前記化学療法剤は、ドキソルビシンである、請求項２～５のいずれか１項に記載のナノ
粒子組成物。
【請求項７】
　前記ペイロードはコロールを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のナノ粒子組成
物。
【請求項８】
　前記コロールは、マンガンを含む、請求項７に記載のナノ粒子組成物。
【請求項９】
　前記ペイロードは、脳のイメージングのために脳に送達される、請求項１～４、７、お
よび８のいずれか１項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１０】
　前記脳は、磁気共鳴画像法により撮像される、請求項９に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１１】
　前記ペイロードは、核酸を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のナノ粒子組成物
。
【請求項１２】
　前記リガンドは、ヘレグリンアルファに由来する、請求項１～１１のいずれか１項に記
載のナノ粒子組成物。
【請求項１３】
　前記リガンドは、ヘレグリンアルファのＩｇ様ドメインおよびＥＧＦ様ドメインを含む
、請求項１～１２のいずれか１項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１４】
　前記ペイロード結合モチーフは、デカリジンモチーフを含む、請求項１～１３のいずれ
か１項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１５】
　前記ペイロードは、静電的相互作用を介して前記ペイロード結合ドメインに結合する、
請求項１～１４のいずれか１項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１６】
　前記ペントンベースセグメントは、アデノウイルスペントンベースタンパク質またはそ
のフラグメントである、請求項１～１５のいずれか１項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１７】
　前記薬物送達ポリペプチドは、ＨｅｒＰＢＫ１０である、請求項１～１６のいずれか１
項に記載のナノ粒子組成物。
【請求項１８】
　細胞上のｃ－ＭＥＴを標的とするリガンド、
　ペントンベースセグメント、および
　ペイロード結合ドメイン
　を含む、薬物送達ポリペプチド。



(4) JP 2017-508724 A5 2018.3.1

【請求項１９】
　前記細胞は、癌細胞である、請求項１８に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２０】
　前記リガンドは、インターナリンＢ（ＩｎｌＢ）もしくはそのフラグメント、または肝
細胞増殖因子（ＨＧＦ）を含む、請求項１８または１９に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２１】
　前記ペイロード結合ドメインは、ポリリジンを含む、請求項１８～２０のいずれか1項
に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２２】
　前記ペイロード結合ドメインは、デカリジンを含む、請求項１８～２１のいずれか1項
に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２３】
　前記薬物送達ポリペプチドは、治療剤と複合体を形成する、請求項１８～２２のいずれ
か1項に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２４】
　前記薬物送達ポリペプチドは、二本鎖ＤＮＡ分子にインターカレートされた化学療法剤
を含むペイロードと複合体を形成する、請求項１８～２３のいずれか1項に記載の薬物送
達ポリペプチド。
【請求項２５】
　前記化学療法剤は、ドキソルビシンである、請求項２４に記載の薬物送達ポリペプチド
。
【請求項２６】
　前記薬物送達ポリペプチドは、コロールを含むペイロードと複合体を形成する、請求項
１８～２３のいずれか１項に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２７】
　前記コロールはマンガンを含む、請求項２６に記載の薬物送達ポリペプチド。
【請求項２８】
　前記ナノ粒子の直径は、約５ｎｍ～約５０ｎｍである、請求項１８～２７の何れか1項
に記載の薬物送達分子を含むナノ粒子。
【請求項２９】
　ペイロードをｃ－ＭＥＴ＋癌細胞に送達することに使用するためのナノ粒子組成物であ
って、薬物送達ポリペプチドおよびペイロードを含む複数のナノ粒子を含み、
　前記薬物送達ポリペプチドは、
　ｃ－ＭＥＴを標的とするリガンド、
　ペントンベースセグメント、および
　ペイロード結合ドメイン
を含む、ナノ粒子組成物。
【請求項３０】
　前記リガンドは、インターナリンＢ（ＩｎｌＢ）もしくはそのフラグメント、または肝
細胞増殖因子（ＨＧＦ）を含む、請求項２９に記載のナノ粒子組成物。
【請求項３１】
　前記ペイロードは、化学療法剤を含む、請求項２９または３０に記載のナノ粒子組成物
。
【請求項３２】
　前記ペイロードはコロールを含む、請求項２９～３１のいずれか１項に記載のナノ粒子
組成物。
【請求項３３】
　前記コロールは、マンガンを含む、請求項３２に記載のナノ粒子組成物。
【請求項３４】
　前記薬物送達ポリペプチドは、二本鎖ＤＮＡ分子にインターカレートされた化学療法剤
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を含むペイロードと複合体を形成する、請求項２９～３１のいずれか1項に記載のナノ粒
子組成物。
【請求項３５】
　ペントンベースセグメントとペイロード結合ドメインを含むポリペプチド、および
前記ポリペプチドと複合体を形成するｍＲＮＡ分子を含む、薬物送達分子。
【請求項３６】
　ＣＤ４、ＣＤ１９、またはＣＤ２０を標的とするリガンド、
　ペントンベースセグメント、および
　ペイロード結合ドメイン
を含む、薬物送達ポリペプチド。
【請求項３７】
　ペントンベースセグメントとペイロード結合ドメインを含むポリペプチド、および
前記ペイロード結合ドメインに結合した一本鎖ＤＮＡ分子を含む、薬物送達分子。
【請求項３８】
　対象における癌の治療のために一つ以上の追加の抗癌治療と組み合わせて使用するため
のナノ粒子組成物であって、前記ナノ粒子組成物は、薬物送達ポリペプチドと化学療法剤
を含む複数のナノ粒子を含み、前記薬物送達ポリペプチドは、
　前記癌を標的とするリガンド、
　ペントンベースセグメント、および
　ペイロード結合ドメイン
を含む、ナノ粒子組成物。
【請求項３９】
　前記一つ以上の追加の抗癌治療は、外科手術、放射線照射、免疫療法、またはワクチン
を含む、請求項３８に記載のナノ粒子組成物。
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